
CRLハイパーセルフシステムの使用法

• まず、クライアントをダウンロードしてください。
　http://www.v2p.jp/video/ にあります。
–視聴用が、http://www.v2p.jp/video/Viewer/
–配信用が、http://www.v2p.jp/video/Caster/
にあります。　

　バージョンアップが不定期でありますので、たまに
ダウンロードディレクトリーを再度確認して常に最
新のものをご利用されることをお勧めします。

インストールは通常のWindowsソフトと同様です。



通常のソフトと同様にディレクトリーから
ダウンロードして、保存してください。



「発行元を確認できませんでした。」と
いうメッセージが表示されますが、無
視して、そのまま、実行ボタンをおし
てください。



ライセンス契約に同意してくださ
い。配信可能なコンテンツは、
合法なコンテンツのみです。著
作権侵害などは、重い刑罰の対
象となります。



スタートメニューやデスクトッ
プに自動的に登録されます。



インストールが正常に終了するとクラ
イアントを立ち上げます。



ネットワークが混んでいると、最初の立ち
上げでログインがタイムアウトすることが、
あります。その場合は、左上のオフライン
ボタンをクリックを何度かしてみてください。



ピンクのオフラインのボタンを押すと、グリーン
のオンラインに切り替わりました。
これでログインに成功しました。
番組タブをクリックすると配信されている番組を
視聴することができます。



見たい番組をハイライトして、「番組を見
る」ボタンを押してください。これで、視聴
が開始です。

次のページから、送信クライアントの利
用法を説明します。インストールは、視
聴クライアントと全く同じです。



左が送信クライアント（Caster）右が視聴専用クライアント(Viewer)です。同
時に立ち上げることも可能です。また、視聴専用クライアントは複数立ち上げ
られますので、送信クライアントと複数の視聴専用クライアントを立ち上げる
ことで、テレビ会議システムとしても利用できます。



送信クライアントは、最初にアカウントを作成してください。利用者登録ボタンを
押すと作成できます。一番上の段（tomabechi-demoと書かれている枠）にお
望みのIDを入れてください。下の二つの枠に任意のパスワードを入れてくださ
い。パスワードは記録されますので、お控えください。受信専用クライアントの
アカウントは自動で生成されクライアントが記憶します。



送信クライアントを使って、放送局を作成するには、
まず、ネットカメラなどのデバイスを選択する必要が
あります。デバイスタブをクリックしてデバイス設定ペー
ジを開きます。ネットカメラやキャプチャーボードから
のビデオUSB入力などが、上段に表示されます。こ
こでは、Qcam for Notebook Deluxeと出ています。
下の段にはマイク入力が表示されます。Sigmatel
High Definition Aというのは、私のPCの内蔵マイ
ク入力です。Logicool Mic Notebooks というのが、
ネットカメラの内蔵マイクです。ここでは、上段のネッ
トカメラのビデオ入力と、下段でネットカメラの内蔵マ
イクを音声入力としてハイライトして選択しています。

次にエンコードビットレートを選択してください。これ
は、配信時の上限ビットレートです。本技術では、動
きのない動画の場合はビットレートがこの数分の一
以下に下がります。お使いのネット接続の上りが
350Kbps以上ある時は、350Kbpsをお選びください。
それより低い場合は、200Kbpsと100Kbpsのどちら
かを上り回線速度に合わせて選んでください。また、
通常は320x240のQVGAサイズの動画配信ですが、
640x480のVGAにも対応しています。（デュアルコア
等の高速CPUが必要です）。キャプチャ開始をクリッ
クすることで、デバイス選択完了です。



キャプチャ開始ボタンを押した後の状態です。青、黄色、
赤のカラーバーは、音声入力のレベルバーです。これが
動いていない時は、音声入力がないということになります。
（全く音声入力がない時もPCのマイク入力のノイズで少し
は青のバーが動くはずですが。）

ネットカメラのドライバーの設定は、ビデオ属性のボタンで
アクセス可能です。カメラによっては、蛍光灯のちらつき
などを押さえるために、関東なら50KHzに電源周波数を
指定したりすることが可能なはずです。色のエンハンスな
どがある場合は、色が正しく表示されているか、ビデオタ
ブを選んで、実際のカメラ画像をお確かめください。

現在は、320x240モードでキャプチャをしているので、
640x480開始ボタンが薄く表示されています。　現在、私
が使っているネットカメラは、LogicoolのQcam for 
Notebook Deluxeと、Qcam Fusionです。640x480で
の配信をされるときは、Qcam Fusionクラスのネットカメ
ラを使われるか、ハンディカムなどのビデオカメラを利用
して、キャプチャーボードなどでキャプチャすると特に高画
質な配信が可能となります。



デバイスの選択が終わったら、放送局の開設タブをク
リックしてください。一番上の枠が、放送局名です。こ
こでは、「苫米地英人P2P放送試験中」と書かれてい
ます。これが、視聴者のクライアントにチャンネル名と
して表示されます。次の枠に、そのチャンネルの説明
を書きます。ここでは、「これは、P2Pによる特定多数
通信による配信です。いわゆる通常の一方向「放送」
とは違います」と書かれています。この説明の通り、
本技術は、一対超多数の双方向通信による配信です
ので、いわゆる「放送」とは、本質的に異なる技術です
が、分かりやすくするために、あえて、『放送局開設』
という言い方をしています。　本技術では、配信クライ
アントと、視聴クライアントがそれぞれ1対1対応で
P2P直結されます。また、個別に認証（視聴専用クラ
イアントの場合は自動アカウント生成による自動認証）
され、それぞれのコネクションが異なる暗号鍵で暗号
化された1対1通信の超並列化で、技術的には、放送
ではありません。その相手方が超並列的に特定多数
あるという、次世代型のP2P通信です。また、中央配
信サーバは存在していません。1対超多数のP2P接
続を実現するための人工知能型の分散並列処理ルー
タが、通信を介在しています。　そして、最後に、「個
人放送局開設」のボタンをクリックするだけで、あなた
の動画が即座に全世界にリアルタイム配信されます。



配信クライアントには、視聴クライアントの機能も内蔵
されています。ですから、配信クライアントで、番組タ
ブを選択すれば、放送されている番組を見ることもで
きます。ただ、番組を視聴するためには、自分の放送
は終了する必要があります。また、番組更新タブを押
さないと、番組名が表示されません。

それぞれのチャンネルは、最大2000名までの同時視
聴数に、現在制限してあります。また、一番右の視聴
者数は、皆さんに配布されている送信用クライアント
並びに視聴用クライアントでは有効な数字を表示しま
せん。

通信状態が悪いときは、左上のオンラインボタンがオ
フラインになる時があります。その場合は、オンライン
ボタンを押して、接続状態に戻した上で、再度視聴し
てください。

送信用クライアント、視聴用クライアント共に、
Windows起動後最初に立ち上げた時に、一度目の
ログインがうまくいかない場合があります。Vistaで起
きる現象です。IPV6でVistaは最初に接続を試みるか
らです。その場合は、ちょっと待ってからオンラインを
押してみてください。ログインに成功するはずです。



これは、送信用クライアントで、「斉藤つよしと
仲間たち」という番組を選択して、視聴している
状態です。左下に自分のネットカメラの画像が
写っています。この左下の画像をクリックを何
度か繰り返すと、左下の画像を消したり、画面
いっぱいにしたりできますので、お試しください。

このように表示されるのは、１対１で、P2P接続
をした時にテレビ電話として利用可能とするた
めです。コンタクトリストに登録した人に、P2P
電話をかけることができます。Skypeや
GoogleTalkと同様な使い方ができますので、
お試しください。また、双方向個別暗号化機能
がそのまま、１対１のP2P通信でも維持されま
すので、Skypeなどでは実現されていない、セ
キュアな秘話接続がデフォルトで提供されます
ので、ビジネスでの海外出張などでも貴重な機
能だと考えています。

さらに、多対多のテレビ会議機能もあります。こ
れも暗号化されたセキュアなテレビ会議です。
こちらも是非、お試しください。



同時に複数チャンネル視聴することも可能です。勿論、ＰＣの
ＣＰＵ速度によりますが、通常のノートＰＣで、同時に３チャン
ネルぐらいは余裕だと思います。ちなみに、これは、私のＬｅｔｓ’
Ｎｏｔｅ R6 上で、3チャンネル同時の例です。


